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この言葉を見聞きするようになってしばらく経ちます。見慣れた気

もするけれど、まだ新しい言葉という印象もあります。 

 

ところで、そもそも、「エモい」って何？ そう思った私は、図書館に

ある本で調べてみました。新しい言葉なので、現代用語集の 

『現代用語の基礎知識2023』(自由国民社／2023年)を見て

みます。表紙に藤井風さんの似顔絵が載ってて、もうすでにエモ

いのですが。【時代・流行 ｜ 若者】の項目に「エモい」ありました！ 

［エモい 「emotional=感情的になっている」から。「ヤバい」を

超える感動や感激を表す。］ と書いてあります。

そうか。エモいのエモはemotionalから来てるん

ですね。…エモいって言葉、わかったようなわか

らないような。 

 

エモい映画、エモい写真、エモい音楽...エモいと言われるものは

たくさんあるけれど、どうしてエモいって思うんだろう。今回は、エ

モい本を集めて、その本の何がエモいのかを考えてみようと思い

ます。そうすれば少しは「エモい」という言葉が見えてくるかもし

れません。さて、前置きが長くなりましたが、【エモい本特集】を 

はじめます。 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00236450
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784426101473
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青春のきらめき。 

恋の始まりは、いつだってエモい。 
 

『ボクたちはみんな大人になれなかった』 

燃え殻 著／新潮社／2017年／913.6||Mo 14 

エモい本を考えた時に一番初めに思い浮かん

だのがこの本でした。昔の彼女の記憶と現実を

生きる主人公の姿を描いたストーリー。出会いと

恋の始まりがエモい。振り返るからこそ輝いて見

えるのかもしれません。 
   

『桜のような僕の恋人』 

宇山佳佑 著／集英社／2017年／913.6||U 98  

美容師の美咲と出会ったことから晴人はカメラ

マンを目指し、やがて恋人同士になりますが、美

咲は難病を発症してしまい…。 美しさと儚さに

エモさを感じずにいられません。出会いの力の

大きさを感じます。 
 

『劇場』 

又吉直樹 著／新潮社／2017年／913.6||Ma 71

大阪から上京し劇団『おろか』を旗揚げした永

田と、大学生の沙希の物語。読んでいるうちに

不器用な登場人物と自分が重なってみえてきま

した。東京の街で懸命に生きる姿ってエモい。 

そして、喪失には、 

どうしたって心をかき乱される。 
 

『残像に口紅を』 

筒井康隆 著／中央公論社／1995年／913.6||Ts 93  

使える「音」が徐々に減っていく実験的長篇小

説。音が減り、使える言葉が減っていく中でも、

小説として表現していく、そのアイデア自体がエ

モいです。失われていくことで、かつてそこにあっ

たものの存在が際立って見えます。 
 

『ノルウェイの森』上・下 

村上春樹 著／講談社／2004年／913.6||Mu 43||1･2 

37歳になった僕は、飛行機で流れてきたビート

ルズのメロディーに18年前のあの日々を思い

出す…。喪失の周りにひたひたと漂う繊細な空

気にエモさを感じます。 

 

『きつねのざんげ』 

安野光雅 著／岩崎書店／1979年／726.6||A 49 

森の中で一番の偽善者になろうとしたキツネ

の物語。満月に語りかけるキツネの言葉が物

悲しく響きます。読むと様々な感情が湧いてく

る、静かにエモい絵本です。 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00221677
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00232523
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00221450
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784103509516
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784103510116
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784087455489
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00234719
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00205711
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00205725
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784265944149
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784062748681
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784122022874
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静かで、儚い時間。 

エモいはあらゆるところに現れる。 
 

『永遠のソール・ライター』 

ソール･ライター 撮影／小学館／2020年／748||L 53 

ニューヨークの日常風景のスナップや最愛の人

のポートレートが収められた写真集。雨や雪の

日、ガラス越しの景色など、日常の中にゆれる

淡いひとときが写し出されていてエモいです。 
 

『四月になれば彼女は』 

川村元気 著／文藝春秋／2016年／913.6||Ka 95 

かつての恋人・ハルから精神科医の藤代へ届い

た手紙から始まる12か月の物語。過去と現在を

描いたストーリーには切ない気配がして、気付け

ば愛とか恋とかって何だろうって考えていました。 
 

『ひとりぼっちのかいぶつといしのうさぎ』 

クリス・ウォーメル 作・絵／吉上恭太訳／ 

徳間書店／2004年／726.6||W 88  

世界で一番みにくいと言われるかいぶつのそ

のまっすぐな視線とやさしい心。切なさと優しさ

が心に広がります。絵本だからこそ伝わってく

るメッセージがエモいです。 

まっすぐ自分に語りかけてくる。 
 

『やりたいことをやるために、 

 好きなものを好きだと言うために、 

 僕らは生まれてきたんだ。』 

坂爪圭吾 著／KADOKAWA／2020年／159||Sa 38  

人気ブログを書籍化したものです。タイトルから

してエモくて、言葉に添えられた写真もエモい。

そうだー！って叫びたくなるような青春感。今の

自分に必要な言葉が目に飛び込んできます。 
 

『えーえんとくちから』 

笹井宏之 著／筑摩書房／2019年／911.168||Sa 73 

こちらは短歌集です。短歌をひとつ読んで、

ページの余白で味わって、また一つと読み進め

ていくと、選び抜かれた言葉の繊細なイメージ

が心の中で広がっていきます。 
 

『26文字のラブレター』 

遊泳舎 編／いとうあつき 絵／ 

遊泳舎／2019年／911.66||I 89 

江戸末期～明治にかけて流行した唄「都々逸

（どどいつ）」。恋愛にまつわる都々逸がイラス

トとともに紹介されています。時代を超えて響き

あう、鮮やかな余韻はエモい。 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00234769
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00222896
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00205724
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784096823255
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784163905532
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784198619022
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00232848
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00232848
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00232848
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00227926
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00230272
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784046047670
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480435750
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784909842046


日常こそ、エモい。 
 

『20代で得た知見』 

F 著／KADOKAWA／2020年／914.6||F 11 

はじめの「ご挨拶」を読んだ瞬間、エモ！となりま

した。この本で紹介される人生の忘れがたい断

片が何ともエモいのです。「たった一つの危険な

質問」のページを読んだ時、あまりに的確すぎ

て、あ...と思ったけど、このままこの特集を進め

ます…。 

『常識のない喫茶店』 

僕のマリ 著／柏書房／2021年／914.6||B 63 

喫茶店でのお仕事エッセイ。働くって大変だけ

ど、今日も頑張れそうと思える出来事もあります

よね。喫茶店での日常がテンポよく書かれてい

て、引き込まれる一冊です。 

『ピースフル権化』 

蒼井ブルー 著／KADOKAWA／2018年／913.6||A 52 

日記のようにつづられたある男性の物語。何も

ないと切り捨てないで、毎日の中に秘められた

幸せをていねいに掬い取った文章。言葉にでき

ずにこぼれおちていた感情が表現されているも

のに出会うとエモいって思います。エモさ、ここに

あり、そんな一冊です。 
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懐かしい。 行ったことないけど。 
 

『ふるさとの手帖』 

かつお(仁科勝介) 著／KADOKAWA／ 

2020年／291.09||Ka 87 

この本は、著者が大学１年生の終わりか

ら日本の全ての1741市町村を一周し

た旅の記録です。写真がとにかくエモ

い。行ったことない場所なのに、懐かしい

気がしてきます。自分の記憶の中の懐

かしい風景と感情がよみがえってきます。 

 

ここまでエモい本を紹介してきました。「泣ける」や「笑える」がそ

うであるように、きっと「エモい」と感じるものは人それぞれでしょ

う。タイトルや表紙からエモいが漂っている本、開いてみるとエモ

さたっぷりの本など、エモさの種類や表現はそれぞれですが、ど

の本も間違いなく心揺さぶられるものばかりでした。 

青春、恋、喪失、儚さ、まっすぐ、日常、懐かしさ...いろいろなとこ

ろに「エモい」はありました。言葉にできないあらゆる気持ちを伝

えたくて、「エモい」という三文字に託しているのかもしれません。 

「エモい」と「エモい本」を探し求めた日々もこれで終わりです。 

これからの「エモい」という言葉のゆくえに注目しつつ、     

【エモい本特集】を終わります。ありがとうございました。 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00231494
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00234366
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00231803
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784760153923
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784046021816
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784046047991
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00231662
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784046048363
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Book design 

 の 世界 

vol.29 

 bookwal l  

本を選ぶ時、表紙や本のデザインに惹かれて選

ぶことがあります。本を開くとそこに書いてある

「装丁」という言葉と名前。 

本のデザインをする方を装丁家やブックデザイ

ナーと言います。この連載では本のデザインや装

丁から、本を楽しみたいと思います。 

第29回目は、bookwall です。 

 今回は、bookwallの装丁をご紹介します。代表の松昭教さんが

2009年に株式会社ブックウォールを設立されました。bookwall

は、書籍の装幀、ブックデザイン、エディトリアルデザインを中心

に活動されているデザイン事務所です。話題作の装丁を数多く手掛

けられています。 

 一冊目に紹介する『君の膵臓をたべたい』 

(住野よる著／双葉社／2015年／913.6||Su 63) は、著者の

住野よるさんのデビュー作です。loundrawさんに

よる美しい装画が、印象的なタイトルを優しく包

んでいるようです。登場人物の声が聞こえてきそ

うな装丁です。 
 

 住野よるさんの本はこれまでイ

ラストが中心の表紙でしたが、『麦本三歩の 

好きなもの』(住野よる著／幻冬舎／2019年／913.6||Su 

63) では、初めて装丁に写真が使われました。これ

までと一味違う作品だと装丁からも感じられま

す。主人公の麦本三歩役として表紙に登場するの

はBiSHのモモコグミカンパニーさん。本を読んで

から表紙を眺めるのも楽しいです。 

麦村三歩役：モモコグミカンパニー
(BiSH) 

撮影：外林健太(RIM) 

装丁：bookwall 

装丁：bookwall 

装画：loundraw 

『滅びの前のシャングリラ』(凪良ゆう著／ 

中央公論新社／2020年／913.6||N 26) は、一ヶ月

後、小惑星が地球に衝突するという状況の中

で生きる人々の姿を描いた作品です。タイト

ル文字と蜂の周りの花粉の部分に金の箔押し

が輝いています。美しさの中に不穏さも感じ

られる装丁です。    

 

『#塚森裕太がログアウトしたら』(浅原       

ナオト著／幻冬舎／2020年／913.6||A 82) 。装画の中

に、…や＋などの記号が書かれていて、SNS

と現実のつながりを感じさせます。青春群像

劇であるこの作品の持つ痛みと希望が伝わっ

てくる装丁です。 

 

『死にたがりの君に贈る物語』(綾崎隼著／    

ポプラ社／2021年／913.6||A 98 ) は、人気小説家・ 

ミマサカカオリが紡いだ小説『Swallowtail 

Waltz』をめぐる物語です。涙する女性と紙の

ようなものが舞っている装画からは、永遠の

ように静かな一瞬を感じます。この本に込め

られた思いがぎゅっと濃縮されたような装丁

です。 

装画：榎本マリコ 

装幀：bookwall 

装画：宮崎夏次系 

装丁：bookwall 

装幀：bookwal l  

装画：orie 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00220053
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00228234
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00228234
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784575239058
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344034358
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00231594
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00231665
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00234749
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784120053405
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344036901
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784591170083
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『マイクロスパイ・アンサンブル』(伊坂幸太郎

著／幻冬舎／2022年／913.6||I 68) は、伊坂幸太郎さ

んが福島の野外フェス「オハラ☆ブレイク」の

ために書かれた連作短編小説をまとめた作品で

す。猪苗代湖、磐梯山、フェスの様子が描かれ

た装画はTOMOVSKYさんよるもので、本文には

TOMOVSKYさんの楽曲がモチーフとして登場し

ます。コラボの魅力がぎゅっと詰まったデザイ

ンです。  

『スモールワールズ』(一穂ミチ著／講談社／2021

年／913.6||I 13) は、６篇からなる連作集です。表

紙に使われている、絵の描かれた様々な大きさ

の木のブロックがテーブルに並んでいる写真か

らは、光と影、裏と表といったイメージを受け

ます。タイトルの文字がつながって書かれ、各

作品のタイトル扉にも木のブロックが使われて

いて、装丁から一つ一つの物語のつながりを感

じました。  

『死にがいを求めて生きているの』(朝井

リョウ著／中央公論新社／2019年／913.6||A 83) は、８

作家による壮大な文芸競作企画「螺旋プロジェ

クト」の一作です。インパクトの強いタイトル

と、満開の桜の下で楽しそうな子どもの和やか

な写真とのギャップに不穏さを感じ、この作品

をどう読むかを問われているように感じます。  写真：濱田英明 

装幀：bookwall 

立体：北原明日香 

写真：下村しのぶ 

装幀：bookwall 

装幀：bookwall 

装画：TOMOVSKY 

『花屋さんが言うことには』(山本幸久著／ポプ

ラ社／2022年／913.6||Y 31) 。装画にも扉絵にもお

花がいっぱいで、花屋さんのお仕事を描いた作

品にぴったりです。見返しには透け感のある軽

い用紙が使われ、めくると気持ちが軽くなるよ

うです。さわやかで清々しい装丁です。 
 

『うしろむき夕食店』(冬森灯

著 ／ ポ プ ラ 社 ／2021年 ／913.6||F 

99) には、見返しにチェック模様の入ったクリー

ム色の用紙が使われ温かみを感じます。おいしそ

うな装画に包まれた本書は、わくわくしながらお

店に入るような気持ちで本を開くことができる装

丁になっています。   
 

 最後に『その本は』(又吉直樹,ヨシタケシンスケ

著／ポプラ社／2022年／913.6||Ma 71) を紹介します。

金色の箔押しと花布、赤色のしおり紐が使わ

れ、本文の紙は古びた色合いになっていて、歴

史を感じさせる重厚な本のように全体がデザイ

ンされています。その本をめぐる物語の中へ入

りこむことができ、本を手取って読むことの面

白さが感じられるデザインです。 

 今回ご紹介したbookwallの装丁は、本を手に取ってもらうための

工夫が、秘密のスパイスのように効いていて、本のイメージがぐっ

と広がり、本を開く瞬間の空気までもデザインされているように感

じました。         参考：bookwallホームページ http://bookwall.jp/ 

Book design の 世界  次回もお楽しみに！  

装丁：bookwal l  

装画・扉絵：カシワイ 

装丁：bookwall 

装画：イナコ 

デザイン・着色：bookwal l  

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00236490
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00233419
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00228314
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344039155
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784065222690
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784120051715
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00236483
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00234735
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00236482
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784591173282
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784591169452
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784591174326
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ちょこちょこ日記 ＃39 「 エモい。 を探して 」 

 今回は「エモい。」をテーマに本をご紹介しました。この特

集のためにエモいという言葉のことをずっと考えていました。 

 家で映画を見る時も、ついついエモい映画を探してしまいま

す。そして選んだ映画は、菅田将暉さんと有村架純さん主演の

「花束みたいな恋をした」(2021年公開／土井裕泰 監督／坂元

裕二 脚本)。主人公・麦と絹の５年間の恋を描いた作品です。こ

れはもう本当に素晴らしかったです。嬉しい・楽しい・さみし

い・悲しい、あらゆる形容詞がつまった、まさにエモい映画で

した。ずっと泣きたくなるほど心が動きっぱなしで、すっかり

二人の恋に恋してしまいました。大好きな映画になりました。

エモかったです！ 
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